
令和６年度 杜の都のエコ・スクール活動報告書 

学校番号 ２０３ 学校名 仙台市立三条中学校 校長名 廣島 利夫 

 

１ 取組のタイトル，テーマ 

  三条スタイルから始める SDGｓ2024 

 

２ 取組の紹介 

（１）生徒会の活動 

   ① 時の広場の活用（花壇の整備，三条ビオトープ） 

     ボランティア委員会やクローバーズ（任意参加型ボランティア活動グループ）が，中庭の「時 

の広場」に，季節の花を植えたり，側溝の清掃をしたりしました。 

 また，特別支援学級の生徒たちが自然環境のことを考え，ビオトープを製作中です。 

   ② 古紙回収活動 

     各教室に「古紙回収ボックス」を置き，余ったプリントや不要になった掲示物等を入れまし 

た。溜まった古紙を，ボランティア委員が定期的に回収しています。 

 

（２）全校生徒での取組 

   ① 秋の落ち葉清掃 

     11月に，週替わりで学年ごとに校舎周りの落ち葉清掃に取り組みました。 

 

（３）１学年での取組 

   ① 学校林学習 

総合的な学習の時間に，三条中の学校林について学びました。５月には現地に足を運び，森

林の大切さを体験しました。 

 

３ 取組の成果（児童生徒の変容） 

   「時の広場」の花壇の整備や，ビオトープによる自然環境再生プロジェクトにより，生徒の憩

いの場となりました。 

   古紙回収の活動や，落ち葉清掃の取組は，環境美化の意識向上に成果を上げています。 

   学校林学習は毎年１学年の生徒が行っています。中学校入学後すぐに，自然環境について学ぶ 

ことができるので，中学生としての自然環境に対する意識が高まる学習であると感じます。 

   これからも，SDGｓを意識した活動を続けていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   


